
革新を求めて

高信頼性ＩＣタグ

百名山の山は逃げないのですが、技術の世界は逃げるものばかりです。
今になってタイプライターメーカはもう出現しないように、レーザプリンタや
インクジェットプリンタメーカの世界に大分前からなってしまいました。

どうしてこうも逃げるものばかりでしょうか。少しはじっとして欲しいものです。
人生の幸せは革新ではなく何もない安定とは思うのですが。

とは言え今更タイプライタの世界には戻れません。戻る発想もありません。
これだけ技術は日常の世界に入ってきています。革新を恐れないでうまく
取り込みましょう。

IDなくして管理も保守もなし。何回も言っていますがこれからだんだんと認
知されていくことでしょう。そのとき信頼性のあるICタグの本当の意味が分

かってくると思います。そう考えています。


